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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
（Ａ）（a1）カルボキシレート基を一個有するアニオン性界面活性剤を一個以上および（
a2）エトキシル化脂肪酸、エトキシル化された一価あるいは多価アルコール、エトキシル
化された水素添加あるいは非水素添加ヒマシ油、グリセリドアルコキシレート、脂肪酸グ
リセリドポリアルキレングルコールエーテル、脂肪酸部分グリセリドポリアルキレングリ
コールエーテル、ポリグリコールアミド、エトキシル化あるいは非エトキシル化脂肪酸糖
エステルおよび部分グリセリドからなる群から選択される非イオン性乳化剤を一個以上含
有する透明な単一相組成物からなり、かつ（Ｂ）組成物（Ａ）を起泡するためのポンプ式
起泡装置を組合わせてなり、噴射ガスあるいは化学的噴射剤を使用せずに起泡できること
を特徴とするポマード作用を有する毛髪処理剤。
【請求項２】
成分（a1）がスルホサクシネート－界面活性剤であることを特徴とする、請求項１に記載
の処理剤。
【請求項３】
成分（a1）が下記の一般式（Ｉ）を有することを特徴とする、請求項１に記載の処理剤。
Ｒ1－Ｘ－（ＣＨＲ2－ＣＨＲ3－Ｏ）n－Ｙ－ＣＯ2

 - １／ｍ Ｍm+　 （Ｉ）
（ここで－Ｘ－は－ＣＯＯ－、－ＣＯＮＨ－、－Ｏ－あるいは－ＮＨ－を表し；－Ｙ－は
アルキレン基を、あるいは－Ｙ－ＣＯ2

- 形態においてスルホサクシネート基を表し；Ｒ1

 は飽和あるいは不飽和の、直鎖あるいは分枝鎖炭化水素基─これは水酸基で置換されて
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いてもよい─、あるいはＲ1－Ｘの形態においてアルコキシル化された又はアルコシル化
されていないアルキルシトレート基を表し；Ｒ2およびＲ3は互いに無関係に水素原子ある
いはメチル基を表し；ｎはアルコキシル化度を意味し、この場合０ないし２０の範囲にあ
り；Ｍはアニオンのマイナス電荷を中性化する、一個以上の反対イオンを表し；ｍは反対
イオンＭの原子価を意味する。）
【請求項４】
成分（a1）がスルホサクシネート、スルホサクシナメート、カルボキシル化脂肪族アルコ
ールエトキシレートあるいはカルボキシル化脂肪酸アミドエトキシレート、あるいはこれ
らの混合物の中から選択されることを特徴とする、請求項１に記載の処理剤。
【請求項５】
成分（a1）が下記の一般式（II）で表される化合物、一般式（III)で表されるアルキルシ
トレート類および一般式（IV）で表される化合物の中から選択されることを特徴とする、
請求項１に記載の処理剤。
Ｒ1－Ｘ－（ＣＨＲ2ＣＨＲ3Ｏ）n－Ｃ（Ｏ）－ＣＨＲ4－ＣＨＲ5－ＣＯ2

-　１／ｍ Ｍm+ 
（II）
Ｒ6Ｏ－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）n1－ＣＯ－ＣＨ2－Ｃ（ＯＨ）（ＣＯ－(ＯＣＨ2ＣＨ2)n2ＯＨ）
－ＣＨ2－ＣＯ－（ＯＣＨ2ＣＨ2）n3－Ｏ－ＣＯ－ＣＨＲ4－ＣＨＲ5－ＣＯ2

- １／ｍ Ｍm

+ （III)
Ｒ1－Ｘ－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）n－ＣＨ2－ＣＯ2

- １／ｍ Ｍm+ （IV）
（ここでＲ1およびＲ6は炭素原子を５ないし２０個有する、飽和あるいは不飽和の、直鎖
あるいは分枝鎖炭化水素基─これは水酸基で置換されてもよい─を表し；Ｒ2およびＲ3 
は互いに無関係に水素原子あるいはメチル基を表し、この場合Ｒ2およびＲ3の少なくとも
一方は水素原子であり；ｎはアルコキシル化度を意味し、この場合は０ないし２０の範囲
にあり；Ｍはアニオンのマイナス電荷を中性化する、一個以上の反対イオンを表し；ｍは
反対イオンＭの原子価を意味し；－Ｘ－は、一般式（II）の場合は－ＣＯＯ－、－ＣＯＮ
Ｈ－あるいは－ＮＨ－を表し、一般式（IV）の場合は－ＣＯＯ－、－ＣＯＮＨ－あるいは
－Ｏ－を表し；Ｒ4およびＲ5は互いに無関係に水素原子あるいはＳＯ3

-を表し、この場合
に両者の少なくとも一方は水素原子であり；ｎ1、ｎ2およびｎ3はアルコキシル化度を意
味し、この場合はそれぞれ０ないし１０の範囲にある。）
【請求項６】
成分（a1）が０．１ないし３０重量パーセント含有されていることを特徴とする、請求項
１～５のいずれか１項に記載の処理剤。
【請求項７】
 成分（a2）が０．１ないし４０重量パーセント含有されていることを特徴とする、請求
項１～６のいずれか１項に記載の処理剤。
【請求項８】
透明包装材中に納められていることを特徴とする、請求項１～７のいずれか１項に記載の
処理剤。
【請求項９】
補助的に多価アルコールが一個以上含有されていることを特徴とする、請求項１～８のい
ずれか１項に記載の処理剤。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ポマード効果を得ることを目的とする、特に毛髪を強化し、艶を与えることを
目的とする、泡状の単一相毛髪処理剤を対象とする。
【０００２】
【従来の技術】
毛髪処理剤の分野においては、長年、毛髪を強化し、艶を与え、髪型を保持することがで
きるポマード形態の調合物について、研究が行われてきた。ポマードの提供形態は通常ほ
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とんどが不透明な、クリーム状のエマルジョン形態あるいはゲル形態に限定されている。
このような形態は毛髪に対する分散性が悪いために、整髪が困難である。毛髪の一部分だ
けを処理したい場合はなおさらである。
【０００３】
ポマード効果を得ることを目的とする、すなわち艶を与えると同時に髪型を保持すること
を目的とする従来の毛髪処理製品は、通常、たとえば脂肪性物質のような、水に不溶の物
質を大量に含有している。しかし毛髪はこのような脂肪性物質によって強く負担を強いら
れる。このような物質は、シャンプーしても、きれいに除去することが難しく、後に残る
。さらにこのような製品の場合、水相と脂肪相が分離するという望ましくない問題も抱え
ている。
【０００４】
この改善策として、ポマードを泡の形態で毛髪に付与し、毛髪に擦り込む際にあるいは整
髪時にこの泡が砕け得るようにするという策が、考えられている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、優れたポマード作用を有する毛髪処理剤を提供すること、そしてその場合に従
来のポマードにおいては常習的であった、たとえば毛髪に対する分散性の悪さ、毛髪に対
する強度の負担、毛髪からの洗い落とし難さ、製品の相分離などの、望ましくない性質を
できる限り除去することを課題としている。
【０００６】
ポマード作用を有する低粘度ないし中粘度の物質は、エアゾール・フォームの形態で適用
することができる。噴射ガスを含有するエアゾール製品の長所は、泡立ち難い物質を少量
においても非常に簡単に泡立てることができることである。しかしその場合に問題点は、
単一相の製品を得るために噴射ガスを水性相に安定な状態で保有させることは難問である
ということである。相分離は、外見上の問題だけでなく、製品の特性をも変える恐れがあ
る。またエアゾール製品を透明包装しようとすれば、包装材質としては実質的にガラスし
か考えられない。しかしエアゾール製品をガラス包装材中に充填することは潜在的に危険
である。
【０００７】
噴射剤を使用しなくても、アニオン性、両性あるいは非イオン性界面活性剤の群に属する
高起泡性の界面活性剤を用いることによって、簡単に起泡させることができる。しかし起
泡すべきポマード基剤に対して必要とされる濃度においてこれらの界面活性剤を使用した
場合、問題が生じる。すなわち毛髪に擦り込む際に泡が消えず、それどころかシャンプー
の場合に匹敵するほど毛髪上においてますます泡が立つという問題が生じる。従ってポマ
ード製品においてこれを適用することは不適当である。また、上記のような界面活性剤を
多量に含有するポマード調合物は粘性が高過ぎるために、噴射ガスを使用しないで問題な
く起泡させることは難しい。有機溶剤を用いて希釈することによって、実質的に粘度を下
げることができるが、これに伴って起泡性も著しく低下する。水で希釈した場合、起泡可
能な粘度を確保することができるが、ポマード作用は明らかに低下する。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
本発明では、（Ａ）（a1）カルボキシレート基を一個有するアニオン性界面活性剤を一個
以上、および（a2）非イオン性乳化剤を一個以上含有する単一相組成物からなり、
（Ｂ）組成物（Ａ）を起泡するための装置
を組み合わせてなる毛髪処理剤によって、上記課題を解決した。
【０００９】
この毛髪処理剤は、噴射ガスを使用しなくても、良好に起泡することができると共に、そ
れ以上起泡させることなく毛髪に良好に擦り込むことができる。またこの処理剤は良好な
整髪性を有し、毛髪に耐久性のある艶および耐久性のある柔軟な感触を付与することがで
きる。
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【００１０】
カルボキシレート基を一個有する界面活性剤は０．１ないし３０重量パーセント、特に１
ないし１０重量パーセント含有されていることが好ましい。またこれはスルホサクシネー
ト、スルホサクシナメート、カルボキシル化脂肪族アルコールエトキシレートあるいはカ
ルボキシル化脂肪酸アミドエトキシレート、あるいはこれらの混合物の中から選択される
ことが好ましい。
【００１１】
成分（a1）は下記の一般式（Ｉ）を有することが好ましい。
Ｒ1 －Ｘ－（ＣＨＲ2 －ＣＨＲ3 －Ｏ）n －Ｙ－ＣＯ2 

- １／ｍ　Ｍm+　(I)
ここで－Ｘ－は－ＣＯＯ－、－ＣＯＮＨ－、－Ｏ－あるいは－ＮＨ－を表し；－Ｙ－は炭
素原子を好ましくは１ないし４個有するアルキレン基を、特に好ましくはメチレン基を、
あるいは－Ｙ－ＣＯ2-の形態においてスルホサクシネート基を表し；Ｒ1 は炭素原子を好
ましくは５ないし２０個有する、飽和あるいは不飽和の、直鎖あるいは分枝鎖炭化水素基
（これは水酸基で置換されていてもよい）、あるいはＲ1 －Ｘの形態においてアルコキシ
ル化された又はアルコキシル化されていないアルキルシトレート基を表し；Ｒ2 およびＲ
3 は互いに無関係に水素原子あるいはメチル基を表し；ｎはアルコキシル化度を意味し、
この場合は０ないし２０の範囲に、好ましくは０ないし１０の範囲にあり；Ｍはアニオン
のマイナス電荷を中性化する、一個以上の反対イオン、たとえば金属イオンあるいは第四
級アンモニウムイオンを表し；ｍは反対イオンＭの原子価（イオン価）を表す。－Ｙ－Ｃ
Ｏ2 

- は、スルホサクシネート基である場合は、－Ｃ（Ｏ）－ＣＨＲ4 －ＣＨＲ5 －ＣＯ

2 
- の形態が好ましい。この場合Ｒ4 およびＲ5 の一方は水素原子を表し、他方はＳＯ3 

- を表す。Ｒ1 －Ｘが、アルコキシル化された又はアルコキシル化されていないアルキル
シトレート基である場合は、
Ｒ6 Ｏ－（ＣＨ2 ＣＨ2 Ｏ）n1－ＣＯ－ＣＨ2 －Ｃ（ＯＨ）（ＣＯ－ (ＯＣＨ2 ＣＨ2)n2
ＯＨ）－ＣＨ2 －ＣＯＯ－の形態が好ましい。この場合Ｒ6 は炭素原子を好ましくは５な
いし２０個有する、飽和あるいは不飽和の、直鎖あるいは分枝鎖炭化水素基を表し、これ
は水酸基で置換されていてもよく、ｎ１およびｎ２はアルコキシル化度を表し、それぞれ
０ないし１０の範囲に、好ましくは０ないし５の範囲にある。
【００１２】
成分（a1）として適したカルボキシレート基を一個含有する界面活性剤は、特に下記の一
般式（II）で表される化合物、一般式（III)で表されるアルキルシトレート（アルキルク
エン酸塩又はエステル）、および一般式（IV）で表される化合物が例示される。
一般式（II）の化合物
Ｒ1 －Ｘ－（ＣＨＲ2 ＣＨＲ3 Ｏ）n －
．　　　－Ｃ（Ｏ）－ＣＨＲ4 －ＣＨＲ5 －ＣＯ2 

- 　１／ｍ　Ｍm+　（II）
ここでＲ2 Ｒ3 ｎ、ｍおよびＭは前記と同じ意味である。Ｒ2 およびＲ3 の少なくとも一
方は水素原子であり、Ｒ1 は炭素原子を好ましくは５ないし２０個有する、飽和あるいは
不飽和の、直鎖あるいは分枝鎖炭化水素基を表し、これは水酸基で置換されていてもよい
。－Ｘ－は－ＣＯＯ－、－ＣＯＮＨ－あるいは－ＮＨ－を表す。Ｒ4 およびＲ5 は互いに
無関係に水素原子あるいはＳＯ3 

- を表す。なお、Ｒ4 およびＲ5 の少なくとも一方は水
素原子である。
【００１３】
有用なスルホサクシネートとしては、ＩＮＣＩ表示に基づいて、たとえばジナトリウム　
リシノールアミド　ＭＥＡ－スルホサクシネート、ジナトリウム　コカミド　ＭＩＰＡ－
スルホサクシネート、ジナトリウム　ＰＥＧ－４　コカミドＭＩＰＡ－スルホサクシネー
ト、ジナトリウム　ＰＥＧ－５　ラウリルシトレートスルホサクシネート、ジナトリウム
　コカミド　ＰＥＧ－３　スルホサクシネート、ジナトリウム　ラネス－５　スルホサク
シネートあるいはジナトリウム　ウンデシレンアミド　ＭＥＡ－スルホサクシネートが公
知であり、有用なスルホサクシナメートとして、ＩＮＣＩ表示に基づいて、たとえばジナ
トリウム　タロウ　スルホサクシナメートが公知である。
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【００１４】
一般式（III)の化合物
Ｒ6 Ｏ－（ＣＨ2 ＣＨ2 Ｏ）n1－ＣＯ－ＣＨ2 －Ｃ（ＯＨ）（ＣＯ－
.　 －( ＯＣＨ2 ＣＨ2)n2ＯＨ）－ＣＨ2 －ＣＯ－（ＯＣＨ2 ＣＨ2 ）n3－
. 　－Ｏ－ＣＯ－ＣＨＲ4 －ＣＨＲ5 －ＣＯ2 

-　 １／ｍ　Ｍm+　　　（III)
ここでｍおよびＭは前記と同じ意味である。Ｒ6 は炭素原子を好ましくは５ないし２０個
有する、飽和あるいは不飽和の、直鎖あるいは分枝鎖炭化水素基を表し、これは水酸基で
置換されていてもよい。Ｒ4 およびＲ5 は互いに無関係に水素原子あるいはＳＯ3 

- を表
す。この場合Ｒ4 およびＲ5 の少なくとも一方は水素原子である。ｎ1 、ｎ2 およびｎ3 
はアルコキシ化度を表し、それぞれ０ないし１０の範囲に、好ましくは０ないし５の範囲
にある。
【００１５】
有用なアルキルシトレート－スルホサクシネートとして、ＩＮＣＩ表示に基づいて、たと
えばジナトリウム　ＰＥＧ－１０　ラウリルシトレート　スルホサクシネートあるいはジ
ナトリウム　ＰＥＧ－５ラウリルシトレート　スルホサクシネート（ビトコ・サーファク
タント社／ドイツのＲＥＷＯＰＯＬ　ＳＢ　ＣＳ　５０）が知られている。
【００１６】
一般式（IV) の化合物
Ｒ1 －Ｘ－（ＣＨ2 ＣＨ2 Ｏ）n －ＣＨ2 －ＣＯ2-　１／ｍ　Ｍm+　　（IV）
ここでｎ、ｍおよびＭは前記と同じ意味である。Ｒ1 は炭素原子を好ましくは５ないし２
０個有する、飽和あるいは不飽和の、直鎖あるいは分枝鎖炭化水素基を表し、これは水酸
基で置換されていてもよい。－Ｘ－は－ＣＯＯ－、－ＣＯＮＨ－あるいは－Ｏ－を表し、
この場合特にカルボキシル化脂肪族アルコールエトキシレートおよび脂肪酸アミドエトキ
シレートが好ましい。
【００１７】
有用なカルボキシル化脂肪族アルコールエトキシレートとして、ＩＮＣＩ表示に基づいて
、たとえばナトリウム　ラウレス－１３　カルボキシレートが知られている。
【００１８】
さらに、有用なカルボキシル化脂肪族アルコールエトキシレートあるいは脂肪酸アミドエ
トキシレートとして、たとえばＣｈｅｍ－Ｙ社のＡｋｙｐｏ　Ｓｏｆｔタイプ、ローネ・
ポーレンス社あるいはクラリアント社のＭｉｒａｎａｔｅ　ＬＥＣあるいはＳａｎｄｏｐ
ａｎ　ＬＳ－２４（ＩＮＣＩ：ナトリウム　ラウレス－１３　カルボキシレート）が挙げ
られる。
【００１９】
さらに、機械的装置によって起泡できる透明な単一相組成物の製造に対して、カルボキシ
レート基を一個含有するアニオン性界面活性剤を使用することも、本発明の対象である。
この場合にカルボキシレート基を一個含有する界面活性剤として、スルホサクシネート、
スルホサクシナメート、カルボキシル化脂肪酸アミドエトキシレートあるいはカルボキシ
ル化脂肪族アルコールエトキシレート、特に一般式（Ｉ）を有するカルボキシレート基を
有する界面活性剤が好ましい。
【００２０】
非イオン性乳化剤としては、たとえば「国際化粧品工業辞典およびハンドブック」、７版
、第２巻の「界面活性剤－乳化剤」の項に記載されている非イオン性乳化剤が有用である
。成分（a2）の非イオン性乳化剤は、エトキシル化された炭素原子を１０ないし２６個有
する脂肪酸、エトキシル化された炭素原子を１ないし６個有する一価又は多価アルコール
、エトキシル化された炭素原子を１０ないし２６個有する脂肪族アルコール、エトキシル
化された水素添加あるいは非水素添加ヒマシ油、グリセリドアルコキシレート、アルキレ
ングリコール単位が３０未満である脂肪酸グリセリドポリアルキレングルコールエーテル
あるいは脂肪酸部分グリセリドポリアルキレングリコールエーテル（たとえばポリエチレ
ングリコール（７）－グリセリルココエート等）、ポリグリコールアミド、脂肪酸糖エス
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テル、エトキシル化脂肪酸糖エステルおよび部分グリセリドの中から選択することが好ま
しい。エトキシル化界面活性剤のエトキシル化度は、通常１ないし４００の範囲であるが
、特に３以上であることが好ましい。
【００２１】
有用なエトキシル化脂肪酸として、たとえばポリエチレングリコール（７５）－ラウレー
ト、ポリエチレングリコール（９０）－ステアレート、ポリエチレングリコール（１２０
）－ステアレート、ポリエチレングリコール（１２０）－プロピレングリコール－ステア
レート、ポリエチレングリコール（１５０）－ジラウレートあるいはポリエチレングリコ
ール（１７５）－ジステアレートが挙げられる。
【００２２】
有用なエトキシル化脂肪酸糖エステルとして、たとえばエトキシル化ソルビタン脂肪酸エ
ステルあるいはポリエチレングリコール（１２０）－メチルグルコースジオレエートが挙
げられる。
【００２３】
部分グリセリドとしては、モノグリセリド、ジグリセリドあるいはこれらの混合物が重要
である。有用な化合物として、たとえばポリエチレングリコール（３０）－グリセリルコ
コエート、ポリエチレングリコール（８０）－グリセリルココエート、ポリエチレングリ
コール（８０）－グリセリルタロウエート、ポリエチレングリコール（１２０）－グリセ
リルステアレート、ポリエチレングリコール（２００）－グリセリルステアレート、ポリ
エチレングリコール（２００）－グリセリルタロウエート、水素添加ポリエチレングリコ
ール（２００）－グリセリルパルミテートが挙げられる。これらの中でも特にポリエチレ
ングリコール（２００）－グルセリルパルミテートが好ましい。
【００２４】
好ましい実施形態においては、本発明による処理剤は、水溶性の、すなわち１重量パーセ
ントの含有量において２０℃の水に清澄に溶解し得るような界面活性剤および乳化剤だけ
を含有する。さらに本発明による処理剤は清澄で透明な単一相を成していて、透明な包装
材中に詰められていることが好ましい。包装材質として、ガラスの他に、破損しない透明
なプラスチックが好ましい。
【００２５】
本発明による処理剤は噴射ガスあるいは化学的噴射剤を使用せずに起泡され、泡の形態で
毛髪に付与され、洗い流さずにそのまま置かれる。
【００２６】
本発明による処理剤は成分（Ｂ）として組成物（Ａ）を起泡するための機械的装置を備え
ている。ここで機械的装置とは、噴射剤を使用せずに液体を起泡させ得るような装置を意
味する。機械的起泡装置として、たとえば一般に市販されているポンプ式起泡器を用いる
ことができる。
【００２７】
起泡装置として、たとえばヨーロッパ特許０７３６４６２およびそこに引用されている文
献に記載されている装置が有用である。これはたとえば吉田工業所／日本から販売されて
いる。特に好ましいのは、吉田工業所製のポンプ式起泡器　Ｄａｉｗａ　Ｆ２である。
【００２８】
本発明による組成物（Ａ）には他に６００℃以下の沸点を有する溶剤も添加することがで
きる。好ましい実施形態において、本発明による処理剤は多価アルコール、特に炭素原子
を２ないし４個有する、たとえばプロピレングリコールあるいはグリセリンのような多価
アルコールを一個以上含有する。溶剤は0.０１ないし５０重量パーセント、好ましくは２
ないし３０重量パーセント含有される。
【００２９】
本発明による処理剤は、補助的に、理容剤において一般的に使用されている、炭素原子を
１ないし４個有する、たとえばエタノールあるいはイソプロパノールのような、低級アル
コールを、１０重量パーセント以下の量において、含有することができる。しかし本発明
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による処理剤はアルコールを含有しないことが好ましい。
【００３０】
同様に、室温において液状、ワックス状あるいは固形のポリエチレングルコールあるいは
エチレングリコールとプロピレングリコールの共重合物も含有することができる。
【００３１】
本発明による処理剤は、補助的に、水に不溶の溶剤、たとえばペンタン、ヘキサン、イソ
ペンタンのような直鎖あるいは分枝鎖炭化水素、およびシクロペンタン、シクロヘキサン
のような環状炭化水素、さらにパラフィンおよびイソドデカンを含有することができる。
しかし本発明による処理剤はこのような水に不溶の物質を含有しないことが好ましい。
【００３２】
補助的成分として本発明による毛髪処理剤はさらに被膜形成性、整髪性重合物を一個以上
、好ましくは０．０１ないし１０重量パーセント、特に好ましくは０．１ないし８重量パ
ーセントの量において、含有することができる。重合物は合成あるいは天然のいずれであ
っても、、また非イオン性、アニオン性あるいは両性のいずれであっても使用することが
できる。また整髪性重合物は単独物あるいは混合物のいずれも使用することができる。
【００３３】
本発明において被膜形成性、整髪性重合物とは、０．１ないし５％の水溶液、アルコール
溶液あるいは水－アルコール溶液の形態で使用した場合に、毛髪上に重合物の被膜を形成
し、これによって髪型を固定することができるような重合物を意味する。
【００３４】
重合物中に酸性基が含まれている場合、この酸性基は適当な有機塩基あるいは無機塩基に
よって部分的にあるいは完全に中性化され得る。塩基として、第一級および第二級アミン
、特に、たとえばアミノメチルプロパノールのような、アルカノールアミンが好ましい。
重合物中に塩基性基が含まれている場合、この塩基性基は適当な、たとえば蟻酸、ピロリ
ドンカルボン酸、乳酸などの酸によって部分的にあるいは完全に中性化され得る。
【００３５】
有用な合成の、非イオン性、被膜形成性、整髪性重合物として、本発明による毛髪処理剤
は、ビニルピロリドンの単一重合物、Ｎ－ビニルホルムアミドの単一重合物、ビニルピロ
リドンとジメチルアミノアルキルメタアクリレートの共重合物（この場合、アルキル基は
メチル基、エチル基あるいはプロピル基等である）、ビニルピロリドンと酢酸ビニルの共
重合物、ビニルピロリドンと酢酸ビニルとプロピオン酸ビニルの三者重合物（ターポリマ
ー）、ポリアクリルアミド、ポリビニルアルコール、あるいはポリエチレングリコール／
ポリプロピレングリコール共重合物を含有することができる。
【００３６】
有用な合成の、アニオン性、被膜形成性重合物としては、たとえば直鎖あるいは分枝鎖の
、酢酸ビニル／クロトン酸共重合物、ビニルピロリドン／アクリル酸ビニル共重合物、ア
クリル酸／アクリル酸アルキル／Ｎ－アルキルアクリルアミド三者重合物、特にアクリル
酸／アクリル酸エチル／Ｎ－ｔ－ブチルアクリルアミド三者重合物、酢酸ビニル、クロト
ン酸エステル及びビニルアルカノエートからの三者重合物、特に酢酸ビニル／クロトン酸
エステル／ビニルネオデカノエート共重合物、並びにメチルビニルエーテル／無水マレイ
ン酸共重合物、およびこれらのモノエステルが挙げられる。
【００３７】
天然の被膜形成性重合物あるいはこれから化学的置換処理によって得られる誘導体も同様
に本発明による毛髪処理剤に使用することができる。これに対してはポリサッカライドあ
るいはモノ－、ジ－あるいはオリゴ－サッカライドの混合物（クレスター社のＣ－Ｐｕｒ
　０１９２４）、中国産バルサム樹脂（コロホニウム）、３０，０００ないし５０，００
０ｇ／モルの分子量を有するヒドロキシプロピルセルロースのようなセルロース誘導体、
あるいは中性化あるいは非中性化シェラックが有用である。
【００３８】
さらに両性重合物も本発明による毛髪処理剤に使用することができる。両性重合物は分子
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中に、たとえばアミノ基のような遊離の塩基性基と、たとえばカルボン酸基あるいはスル
ホン酸基のような遊離の酸性基を同時に含有するか（この場合内部塩を形成することがで
きる）、あるいは、たとえば第四級アンモニウム基のようなカチオン性基と、たとえばカ
ルボキシレート基、スルヘート基あるいはスルホネート基のようなアニオン性基を同時に
含有する。両性重合物としては、アルキルアクリルアミド、特にオクチルアクリルアミド
、アルキルアミノアルキルメタアクリレート、特にｔ－ブチルアミノエチルメタアクリレ
ート、およびアクリル酸、メタアクリル酸あるいはこれらのエステルの中から選択される
二つ以上の単量体から形成される共重合物が特に有用である。これは、たとえばナショナ
ル・スターチ社／米国から商品名Ｒｅｓｙｎ　２８－４９１０あるいはＡｍｐｈｏｍｅｒ
　ＬＶ－７１の下に販売されている。
【００３９】
これらの他に本発明による毛髪処理剤は水溶性あるいは非水溶性のシリコン化合物を０．
０１ないし５０重量パーセント、好ましくは０．１ないし５重量パーセント含有すること
ができる。この場合揮発性あるいは非揮発性のシクロメチコンおよびジメチコン並びにジ
メチコン－コポリオールが特に好ましい。たとえばポリジメチルシロキサン（ジメチコン
）、α－ヒドロ－ω－ヒドロキシーポリオキシジメチルシリレン（ジメチコノール）、環
状ジメチルポリシロキサン（シクロメチコン）、トリメチルー（オクタデシルオキシ）シ
ラン（ステアロキシトリメチルシラン）、ジメチルシロキサン／グリコール共重合物（ジ
メチコン・コポリオール）、末端に水酸基を有するジメチルシロキサン／アミノアルキル
シロキサン共重合物（アモジメチコン）、ラルリル側鎖およびポリオキシエチレン－およ
び／あるいはポリオキシプロピレン末端鎖を有するモノメチルポリシロキサン（ラウリル
メチコン・コポリオール）、ジメチルシロキサン／グリコール共重合物（ジメチコン・コ
ポリオール・アセテート）、トリメチルシリル末端基を有するジメチルシロキサン／アミ
ノアルキルシロキサン共重合物（トリメチルシリルアモジメチコン）が挙げられる。シリ
コン重合物としては、たとえばワッカー社／ミュンヘンから商品名Ｓｉｌｏｘａｎｅ　Ｆ
－２２１の下に、あるいはダウ・コーニング・ヨーロッパ社／ブリュッセルから商品名Ｄ
ｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　Ｆｌｕｉｄ　２００／０．６５ｃｓの下に販売されているジメチ
コン；たとえばダウ・コーニング・ヨーロッパ社から商品名Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　２
４４　Ｆｌｕｉｄの下に、あるいはゴールドシュミット社から商品名Ａｂｉｌ　Ｋ４の下
に販売されているシクロメチコン；たとえばワッカー社から商品名Ｓｉｌｉｃｏｎｅ　Ｆ
ｌｕｉｄ　Ｆ－２１２の下に、あるいはＵＰＩ社から商品名Ｕｎｉｓｉｌ　ＳＦ－Ｒの下
に販売されているジメチコノールが好ましい。
【００４０】
上に示した括弧内の表示はＩＮＣＩ（国際化粧品成分）に基づく名称である。これは化粧
品の作用物質および補助物質の表示に使用されている。
【００４１】
さらにシリコン重合物の混合物も有用である。このようなものとして、たとえばダウ・コ
ーニング・ヨーロッパ社から商品名Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　１４０３Ｆｌｕｉｄの下に
販売されているジメチコンとジメチコノールの混合物が挙げられる。
【００４２】
自明のことであるが、本発明による毛髪処理剤は理容剤において一般的に用いられている
添加物を、たとえば非整髪性の非イオン性重合物、非整髪性のアニオン性重合物および非
整髪性の天然重合物、並びにこれらの混合物などを、好ましくは０．０１ないし１５重量
パーセント；たとえば香油を、好ましくは０．０１ないし５重量パーセント；たとえばエ
チレングリコールジステアレート、スチレン／ＰＶＰ共重合物あるいはポリスチレンのよ
うな乳白剤を、好ましくは０．０１ないし５重量パーセント；たとえば脂肪族アルコール
スルヘート、脂肪族アルコールエーテルスルヘート、脂肪酸アルカノールアミドのような
アニオン性、カチオン性あるいは両性界面活性剤の群に属する、洗浄作用を有する、ある
いは洗浄作用を持たない湿潤剤ないしは乳化剤を、好ましくは０．１ないし２０重量パー
セント；さらに保湿剤、染料、遮光剤、酸化防止剤、艶付与剤および保存剤を、好ましく
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【００４３】
【発明の実施の形態】
次に実施例に基づいて本発明の対象をさらに詳しく説明する。

この処理剤は噴射剤を用いないでもポンプ式起泡器によって起泡することができ、形成さ
れる泡は細かく、準安定性を有し、この泡は毛髪に擦り込む時に完全に砕けて後を残さず
、毛髪に艶を与えることができ、さらに髪型を保持することができる。
【００４４】

【００４５】
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【００４６】

【００４７】

【００４８】
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【００５０】

【００５１】
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【００５２】

【００５３】

【００５４】
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【００５５】

【００５６】

【００５７】
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【００５８】
実施例１６：異なる界面活性剤の比較
下記の組成物の特性を調べた。ポンプ式起泡器による起泡性、起泡１５秒後の泡の状態、
毛髪へ擦り込む際の再起泡性、髪型の保持性および艶について評価を行った。評価は無関
係な５人の人々の個々の判断に基づいて行った。その場合に非常に良いを１で、使用不可
を６で表した。
調合物に対する数値はすべて活性（有効）含有量を示している。
【００５９】
使用原料
（１）ＰＥＧ－２５－水素添加－ヒマシ油
．　　（Ａｒｌａｔｏｎｅ　Ｇ）
（２）ジナトリウムリシノールアミドＭＥＡ－スルホサクシネート
．　　（Ｒｅｗｏｄｅｒｍ　Ｓ１３３３）
（３）コカミドプロピルベタイン
．　　（Ａｍｐｈｏ　Ｂｅｔａｉｎ　ＡＭ）
（４）ラウリルエーテルスルヘート（２８％）
．　　（Ｔｅｘａｐｏｎ　Ｎ　７０）
（５）デシルグルコシド
．　　（Ｏｒａｍｉｘ　ＮＳ　１０）
【００６０】
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【００６２】
評価項目の１５秒後の泡の状態については「泡放出１５秒後」毛髪に擦り込む前の時点に
おいて、可能な限り細かい孔があり、崩壊が可能な限り少ない場合に、泡は良い状態にあ
ると判定される。試料Ｃ、ＤおよびＥは毛髪に擦り込む際にさらに著しく泡立った（シャ
ンプー作用）ために、毛髪を洗浄する必要があった。
【００６３】
本発明による処理剤に相応する調合物Ｂの特性は、非イオン性界面活性剤だけから成る調
合物Ａに比べて、実質的に改善されている。また調合物Ｂは調合物Ｃ、ＤおよびＥのよう
な欠点を持たない。
【００６４】
調合物Ｂ、Ｃ、ＤおよびＥと調合物Ｆの比較において、調合物ＦのＡｒｌａｔｏｎｅ　Ｇ
に対する活性含有量は調合物ＢないしＥの場合と同じである。調合物Ｆで処理した毛髪の
艶および髪型の保持性は、調合物Ｂで処理した場合に比べて、明らかに劣っていることが
判る。
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